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さいたま市議会２月定例会 開催中！  

さいたま市議会２月定例会は当初予定の 2月 12日開会を前倒し、2月７日から３月 20日の日程で開

かれています。 

議会初日の 7日には、昨年 12月定例会で審議未了の廃案となってしまった「さいたまクリテリウム」

への追加補助金を、専決処分としたことについて承認を求める議案が上程されました。 

我が会派としては、「12月議会で審議未了、廃案となったことは議会の責任放棄であり、誠に残念な結

果である。そして、次回開催に向けた準備や、業者への支払期日も迫っていることを考えれば、専決処分

はやむを得ない措置と考える。専決処分とした市長判断を重く受け止め、賛成する。」との考えのもと、

承認いたしました。 

この大会が世界的に注目され、さいたま市の発展に大きく寄与する事業となることを期待します。 

賛成は民主党、公明党、改革フォーラム。反対は共産党。自民党は退席でした。 
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会派を代表し行政報告に対する質疑に臨む！ 
 

2月定例会冒頭、「さいたまクリテリウム」への追加支出を

専決処分としたことについて、市長より行政報告が行われ、 

私は 12 月議会の質疑に続いて会派を代表し、市長報告に対

する質疑に臨んだ。 

 

○専決処分に至った経緯とその理由について 

○追加支出額１億 5,200 万円以外の不足額の処理について 

○市民の声はどのように市長に届いているのか？ 

○今回の専決処分は地方自治法 179 条に適合しているのか？ 

など 

 

 

http://sakamoto-katsumi.net/


さいたま市 平成２６年度 予算の概要 
 

〇予算の特徴 
待機児童対策や東日本の中枢都市としてのまちづくり各分野の主要事業に重点配分するなど、本市が

持続可能な発展を続け、選ばれる都市の実現を目指す予算。 

社会保障関連経費の増大等により厳しい予算編成となったが、既存事業の更なる見直しなど、徹底し

た行財政改革を進めるとともに、基金や市債の活用により財源確保を図った。 

 
〇予算規模 

会計 平成 26 年度 平成 25 年度 増減（増減率％） 

一般会計 4,649 億円 4,475 億 2,000 万円 173 億 8,000 万円（3.9％） 

特別会計 3,152 億 5,800 万円 3,121 億 4,000 万円 31 億 1,800 万円（1.0％） 

企業会計 1,184 億 3,204 万 6 千円 1,075億5,071万9千円 108億8,132万7千円（10.1％） 

合計 8,985 億 9,004 万 6 千円 8,672億1,071万9千円 313 億 7,932 万 7 千円（3.6％） 

 

・一般会計歳入は市民税、固定資産税の増額により29億円増。 

消費税引き上げに伴う地方交付税交付金35億円増。 

障害者自立支援給付費、子育て世帯臨時特例給付金事業補助などで国庫支出金91億円増。 

・一般会計歳出では、待機児童対策や臨時福祉給付事業、子育て世帯臨時特例給付などで 91億円増。 

 
〇主な新規・拡大事業 
・スマートウェルネスさいたま関連事業 

 「健幸」で元気に暮らせるまちの実現に向け、健幸サポート事業や各区におけるウォーキングイベ

ントをはじめとした事業を実施 

 

・市立病院施設整備事業 

 市民に対する安心で、安定した医療の提供の継続と医療機能の強化を図るため、救急救命センター

設置を含めた施設整備事業について、基本設計を実施 

 

・待機児童対策関連事業 

 保育所待機児童の解消を図るため、保育需要の高い地域に認可保育所を整備 

 

・スクールアシスタント配置事業 

 学校に配置している少人数指導員、学級支援員等の補助要員を統合し、新たに教員免許書を有する

「スクールアシスタント」を各学校に配置 

 

・自転車通行環境整備事業 

 歩行者の安全性を確保したうえで、自転車の安全で快適な走行を実現するため、自転車の利用環境

の整備を促進 

 

・区役所窓口総合サービス向上事業 

 民間のノウハウを活用し、職員接遇に関する現況調査を行い、調査結果に基づいた接遇改善に取り

組むことにより区役所窓口総合サービスの向上を図る 

 

・産業集積拠点創出事業 

 桜区田島地区に新たな産業集積拠点の整備に向けて、権利者との調整や各種調整設計等を実施 

 


